
  

 
  

 
 

 
 
 
 

  新相続時精算課税制度                   

Ｑ：来年度から、新しい相続時精算課税制

度が始まるそうですが、どのような内容なの

ですか？                                         

                                              

Ａ：相続時精算課税制度が拡充され、60歳

以上の者から20歳以上の孫への贈与にも適用

することができるようになります。 

【解説】 

平成25年度の税制改正によって、相続時精

算課税制度が拡充され、次の贈与にも適用さ

れることとなりました。 

  贈与者：60歳以上の祖父母 

  受贈者：20歳(その年１月１日現在)以上の孫 

この制度を適用しますと、2,500万円までの

贈与には贈与税がかからず、2,500万円を超え

る部分の金額に対して一律20%の税率で贈与

税がかかることとなります。 

また、この制度は贈与者ごとに、また、受

贈者ごとに選択適用できることとなっていま

すので、たとえば、父から長男に対する贈与

にはこの制度を適用し、次男には通常の贈与

を適用するということもできますし、また、

母からの贈与は長男、次男とも通常の贈与を

適用するということもできます。 

つまり、片親だけに適用することもできる

し、両親共に適用を受けることもできるとい

うわけです。 

なお、この制度の適用を受けた贈与財産は、

相続時に相続財産として、相続税の対象に含

め、納めた贈与税額があるときは、これを相

続税額から控除して精算することとなってい

ます。 
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